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i-都市再生とは
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i-都市再生とは

◆まちづくりの計画や効果を３Ｄの地図によって「見える化」
する情報基盤（骨太方針：経済財政運営と改革の基本方針 2018）

◆ＶＲ技術や地球地図、ビッグデータ等を活用し、都市再生に
ついての空間的、数値的な理解が直感的に得られる、見える
化情報基盤（都市再生に取り組む基本的考え方 平成30年4月26日）

◆まちづくりの課題や効果、将来像を、地理情報やVR技術等を
用いて住民や投資家等に対して分かりやすく示す都市再生の
見える化情報基盤（まち・ひと・しごと創生基本方針 2018）

◆都市再生本部会合（平成30年4月26日）
「東京一極集中を是正するためには、各地方のエンジンとも言える中枢、中核
都市の活性化が極めて重要。（中略）人工知能、IoTなどSociety5.0の革新的
技術の社会実装を進めていく。（後略）」

◆都市再開発促進議員連盟会合（平成30年5月30日）
「i-都市再生は、これからの都市開発に大いに役立つものだと感じるが、活用
していく中で何かモデル都市のようなものがあるのか、それに伴い広く推進し
ていくつもりか。」
「i-都市再生は、いわば近未来技術の実装であり、各省庁、関係機関が横串で
連携しながら今後も様々な活用を検討・提案していく。」



「i-都市再生」を活用した都市構造の可視化

都市構造可視化ウェブサイト

日本都市計画学会誌2016.1特別号「これからの都市計画」巻頭見開き

◆都市構造可視化はウェブサイトで公開中。

◆今すぐ、誰でも利用可能。（https://mieruka.city）
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https://mieruka.city/


都市構造可視化を「コンパクトシティ形成支援」へ展開
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都市構造可視化

◆都市構造可視化は、コンパクトシティ形成支援の有力なツール

◆課題の把握、政策立案、合意形成のために活用を促進していく

？

現実の都市では？コンパクトシティ の「都市構造」のイメージ図

平成19年７月20日社会資本整備審議会「新しい時代の都市計画はいかにあるべきか ( 第二次答申 )」



都市構造可視化の特徴

都市構造可視化の特徴１

都市構造の歴史と将来（経年変化）を連続的に可視化

・市町村内の「小さなエリア※」ごとに人口や販売額等の分布を可視化
・過去から未来までの「経年変化」を地図上で可視化 → 都市構造を直感的に理解

1970年・2010年：国勢調査（人口）、2050年：国土数値情報（人口予測）

2010年 2050年

1970年

糸島市の人口分布(1970-2050)

※小さなエリア：地域メッシュ統計や小地域統計の単位等 4



公共交通の利用圏と

人口分布との関係

都市構造可視化の特徴

都市構造可視化の特徴2
地域の特性とデータを同時に可視化

・地域の特性（公共交通利用圏、インフラの整備状況、災害危険度など）を「色」
人口、小売業販売額などのデータを「高さ」で表現

高さ：国勢調査（人口）
色：公共交通利用圏（上図参照）

「鉄道沿線に人口が集積している」

公共交通利用圏の色分けの設定方法
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都市構造可視化による都市構造の把握例
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災害と都市構造

◆人口分布（高さ）と、津波被災エリア（色）の関係

赤色：

津波被災エリア

灰色：

それ以外

高さ： 夜間人口

I 市は、人口のほとんど

S 市は、人口の一部



都市構造可視化による都市構造の把握例
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商業の空間分布

◆小売業販売額の空間分布を可視化

◆中心市街地活性化の議論で活用、議論を活性化

駅前に商業中心

郊外に移動

1979年 2014年



都市構造可視化による都市構造の把握例
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異次元の東京一極集中

◆バブルを経て地方都市の地価※は下落。
◆その後、大都市のみにおいて大幅に上昇。

※地価：商業地の公示地価。メッシュ内の最大値を表示。

高さ： 公示地価
（商業地）

1985年 1995年

2005年 2015年



都市構造可視化による都市構造の把握例
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様々な分野の都市構造可視化と、その活用の例

◆空き家対策
・空き家の空間分布の把握、地域の特性を活かした対策

◆耕作放棄地の課題
・耕作放棄地の空間分布の把握、対策のあり方検討

◆公共施設の維持管理
・公共施設の空間分布の把握、それを踏まえた維持計画の策定

◆福祉施設の立地誘導
・近年急速に進んだ拡散状況の把握、課題の認識

◆人口と公共交通
・公共交通の利用圏と人口や商業等との関係を把握

可視化による政策展開

◆多分野での可視化を進め、都市構造を踏まえた政策を展開



都市構造可視化の活用と今後の展開

都市構造可視化の活用方法

◆集約型の都市づくりに向けた施策の立案や検証のための基礎資料

◆様々な分野における官民協働や地域間連携、政策間連携を図るための
合意形成ツール

先行自治体での活用事例

◆都市構造可視化を活用し、都市計画の基本方針を改定
・公共交通の将来像を都市計画マスタープランに位置づけ
・スーパーや病院などの適正な配置や誘導など
・将来のインフラの適正配置に向けた検討

◆関係機関協議（市町村と県など）の際に活用し、協議のプロセスを迅速化
◆幹部会議での活用により、都市政策の課題と方向性を部局を超えて共有
◆複数市町村の職員が集まり、広域連携をテーマにまちづくり勉強会を実施

今後の展開

◆都市構造可視化を活用し、地域の特性を活かした持続的なまちづくりを推進
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地域での政策展開・活用事例

複数市町村による広域まちづくりの検討

◆生活圏、通勤圏などの広域的な都市構造の把握に有効

◆広域の共通課題を検討、複数市町村の職員が認識を共有できた

◆これら検討を経て、広域の将来都市構造を法定計画化

【福岡都市圏 トリップ発生量（公共交通）】

駅が多いエリアにも関わらず、
公共交通が利用されていない

【福岡都市圏東部】
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課題に対応した
データの収集

都市構造可視化
による

的確な課題の把握

都市構造検討
の動機の発生

都市構造可視化
のスパイラル

望ましい都市構造のイメージの共有化

適切な計画の立案や円滑な合意形成

望ましい都市構造を地域が選択
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地域の特性に応じたコンパクトシティ形成支援

可視化を活用した支援の考え方

◆都市の構造は様々であり、地域の特性に応じた検討が必要。

◆だからこそデータによる都市構造の把握が求められている。
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表示

データそのものの閲覧や
ダウンロードは不可 配布できないデータの表示も可能

可視化活用に向けた支援内容

◆可視化の活用のための相談に対応します

◆都市構造可視化の活用のための研修、WS等への専門家派遣

◆各省のニーズに応じた可視化サービスの紹介
・各省の独自データの可視化（各種分析業務への組み込み、可視化サービス活用等）

◆地方支分部局における活用支援
・地方支分部局における横断的なWSの開催等を支援します

様々な分野のデータの可視化とその活用
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地球地図（Google-Earth等）上で都市再生を見える化する
情報基盤「i-都市再生」

「i-都市再生」 ： 都市再生の「見える化」情報基盤の構築

（i-都市再生の機能）
２つのMain-module + App.構成（GIS・世界標準との互換性確保）

① 都市空間管理に関するmodule ⇒ どのようなまちになるか（直感的な理解）

② 都市収支分析に関するmodule ⇒ まちは持続、発展するか（数理的な納得）

③ ビックデータ・オープンデータ ⇒   交通/環境/災害等 諸課題解決のApplication
（特に②への適用としてgridメッシュ単位でのDATABASEとする予定）

メッシュデータによる見える化（公共交通利用圏と夜間人口分布） VR技術を活用した表現ツール（大分市中心市街地）

都市構造可視化の技術
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